
バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

参考資料（１） 

１ 放流用バルブ 

１．１ ホロージェットバルブ 

（中略） 

参考資料 所要動力の算定 

１．開閉荷重の算定 

ａ．水圧による荷重 

Ｆ１＝π/4・Ｄｎ２・Ｐ 

ｂ．プランジャ摺動抵抗 

Ｆ２＝Ｗｐ・μ１ 

ｃ．水密に必要な押付力 

Ｆ３＝1.5・Ｋ・Ｐ・π・Ｄｎ・ｂ 

ここに 

Ｄｎ：ニードル直径（ｍ）＝1.0833Ｄ 

Ｄ：口径（ｍ） 

Ｐ：水圧（Ｎ/㎡） 

Ｗｐ：ニードル、プランジャ自重（Ｎ） 

μ１：摺動摩擦係数 

Ｋ：定数＝1.0523 

ｂ：シート接触幅（ｍ） ニードルと本体の接触部の幅 

※μ１及びｂについては、メーカー資料等により適切に設定する。 

ｄ．締切荷重 

Ｆ＝Ｆ１＋Ｆ２＋Ｆ３ 

２．所要動力の算定（電動スピンドル式の場合） 

ａ．出力軸トルク 

Ｔ＝Ｆ・（ｄｅ/２）・tan（α＋ρ） 

ここに 

Ｔ：出力軸トルク（Ｎ－ｍ） 

ｄｅ：スクリュースピンドル有効径（ｍ） 

Ｆ：引き上げ荷重（Ｎ） 

α：ねじの捩れ角 

α＝tan-1｛Ｌ/(ｄｅ・π)｝ 

Ｌ：ネジのリード（ｍ） 

ρ：ネジの摩擦角 tan-1｛μ３/cos(ａ/2)｝ 

ａ：ねじの山角度 

μ３：ネジの摩擦係数＝0.2 

参考資料（１） 

１ 放流用バルブ 

１．１ ホロージェットバルブ 

（中略） 

参考資料 所要動力の算定 

１．開閉荷重の算定 

ａ．水圧による荷重 

Ｆ１＝π/4・Ｄｎ２・Ｐ 

ｂ．プランジャ摺動抵抗 

Ｆ２＝Ｗｐ・μ１ 

ｃ．水密に必要な押付力 

Ｆ３＝1.5・Ｋ・Ｐ・π・Ｄｎ・ｂ 

ここに 

Ｄｎ：ニードル直径（ｍ）＝1.0833Ｄ 

Ｄ：口径（ｍ） 

Ｐ：水圧（Ｎ/㎡） 

Ｗｐ：ニードル、プランジャ自重（Ｎ） 

μ１：摺動摩擦係数 

Ｋ：定数＝1.0523 

ｂ：シート部（ｍ） 

ｄ．締切荷重 

Ｆ＝Ｆ１＋Ｆ２＋Ｆ３ 

２．所要動力の算定（電動スピンドル式の場合） 

ａ．出力軸トルク 

Ｔ＝Ｆ・（ｄｅ/２）・tan（α＋ρ） 

ここに 

Ｔ：出力軸トルク（Ｎ－ｍ） 

ｄｅ：スクリュースピンドル有効径（ｍ） 

Ｆ：引き上げ荷重（Ｎ） 

α：ねじの捩れ角 

α＝ＡＴＮ｛Ｌ/(ｄｅ・π)｝ 

Ｌ：ネジのリード（ｍ） 

ρ：ネジの摩擦角 

μ３：ネジの摩擦係数＝0.2 
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バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

ｂ．所要動力 

Ｓ＝Ｔ・Ｎ/（9550・η） 

ここに 

Ｓ：所要動力（kW） 

Ｔ：出力軸トルク（Ｎ－ｍ） 

Ｎ：出力軸回転数（rpm） 

Ｎ＝Ｖ/Ｌ 

Ｖ：開閉速度（ｍ/min） 

η：開閉機の効率＝0.35～0.4 

３．所要動力の算定（油圧式の場合） 

ａ．必要油圧力 

Ｐ＝Ｆ×10-6/（π/4・Ｄ２）＜Ｐ０×0.9 

ここに 

Ｐ：必要圧力（MPa） 

Ｄ：シリンダ内径（ｍ） 

Ｐ０：油圧ポンプ定格吐出圧力（MPa） 

ｂ．必要油量 

Ｑ＝π/4・Ｄ２・Ｖ×1000＜Ｑ０×0.9 

ここに 

Ｑ：必要油量（ｌ/min） 

Ｖ：バルブ開閉速度（ｍ/min） 

Ｑ０：油圧ポンプ定格吐出油量（ｌ/min） 

ｃ．所要動力 

Ｓ＝Ｐ０×Ｑ０/（60・ηｐ） 

ここに 

Ｓ：所要動力（kW） 

Ｐ０：油圧ポンプ定格吐出圧力（MPa） 

Ｑ０：油圧ポンプ定格吐出油量（ｌ/min） 

ηｐ：油圧ポンプ総合効率 

ｂ．所要動力 

Ｓ＝Ｔ・Ｎ/（9550・η） 

ここに 

Ｓ：所要動力（kW） 

Ｔ：出力軸トルク（Ｎ－ｍ） 

Ｎ：出力軸回転数（rpm） 

Ｎ＝Ｖ/Ｌ 

Ｖ：開閉速度（cm/min） 

η：開閉機の効率＝0.35～0.4 

３．所要動力の算定（油圧式の場合） 

ａ．必要油圧力 

Ｐ＝Ｆ/（π/4・Ｄ２）＜Ｐ０×0.8 

ここに 

Ｐ：必要圧力（MPa） 

Ｄ：シリンダ内径（mm） 

Ｐ０：油圧ポンプ定格吐出圧力（MPa） 

ｂ．必要油量 

Ｑ＝π/4・Ｄ２・Ｖ/1000＜Ｑ０×0.9 

ここに 

Ｑ：必要油量（ｌ/min） 

Ｖ：バルブ開閉速度（cm/min） 

Ｑ０：油圧ポンプ定格吐出油量（ｌ/min） 

ｃ．所要動力 

Ｓ＝Ｐ×Ｑ/（60・ηｐ） 

ここに 

Ｓ：所要動力（kW） 

Ｐ：定格圧力（MPa） 

Ｑ：油圧ポンプ吐出量（ｌ/min） 

ηｐ：油圧ポンプ総合効率 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

１．２ フィクストコーンバルブ 【変更なしにつき省略】 

１．３ ジェットフローゲート 

項   目 適  用 

バルブの名称 

バルブの基本形状、構造 

開度と流量係数 

Ｃｖ値 

開閉速度 

開度と流水形状 

流水遮断性 

駆動方式 

管の途中に設置 

特徴 

留意点 

省 略 

適用範囲 

１．国内最高使用水頭：300ｍ 

２．国内製作実績：100mm～2,700mm 

３．設置位置：管末端、管途中 

４．微小開度制限：全開度で使用可能。ただし５％程度以下の開度での

使用は避けることが望ましい。 

ジェットフローゲートの形状としては、参図 1.3.1（ａ）漸拡管を設けない場合と、（ｂ）漸拡管を設ける場合とが

ある。流速が大きくまた放流設備全体として損失水頭に対する影響が大きい場合には（ａ）を採用することがある。 

また、流速が比較的小さく、キャビテーションの発生等水理的に問題がない場合には、上流側の放流管と口径が同径

の（ｂ）タイプが採用されている。 

また、戸溝部へ高速流が突入しないように下流側に縮流を作るために４５°に絞ったコニカルノズルを設ける。 

参図 1.3.1 ジェットフローゲートの基本形状 

（中略） 

１．２ フィクストコーンバルブ 【変更なしにつき省略】 

１．３ ジェットフローゲート 

項   目 適 用 

バルブの名称 

バルブの基本形状、構造 

開度と流量係数 

Ｃｖ値 

開閉速度 

開度と流水形状 

流水遮断性 

駆動方式 

管の途中に設置 

特徴 

留意点 

省 略 

適用範囲 

１．国内最高使用水頭：300ｍ 

２．国内製作実績：100mm～2,600mm 

３．設置位置：管末端、管途中 

４．微小開度制限：全開度で使用可能。ただし５％程度以下の開度での

使用は避けることが望ましい。 

ジェットフローゲートの形状としては、参図 1.3.1（ａ）漸縮管を設けない場合と、（ｂ）漸縮管を設ける場合とが

ある。流速が大きくまた放流設備全体として損失水頭に対する影響が大きい場合には（ａ）を採用することがある。 

また、流速が比較的小さく、キャビテーションの発生等水理的に問題がない場合には、上流側の放流管と口径が同径

の（ｂ）タイプが採用されている。 

また、戸溝部へ高速流が突入しないように下流側に縮流を作るために４５°に絞ったコニカルノズルを設ける。 

参図 1.3.1 ジェットフローゲートの基本形状 

（中略） 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

参考資料 所要動力の算定 

１．開閉荷重の算定 

ａ．水圧によるベアリングプレート抵抗 

Ｆ１＝π/4・Ｄ０
２・Ｐ０・μ１ 

ｂ．水圧によるシールリング抵抗 

Ｆ２＝π/4・（Ｄ０
２－Ｄ２）・Ｐ０・μ２ 

ｃ．ゲートリーフ自重 

Ｆ３＝Ｗｇ 

ここに 

Ｆ１：水圧によるベアリングプレート抵抗（Ｎ） 

Ｆ２：水圧によるシールリング抵抗（Ｎ） 

Ｆ３：ゲートリーフ自重（Ｎ） 

Ｄ：口径（ｍ） 

Ｄ０：シールリング外径（ｍ） 

Ｄ０＝Ｄ＋（0.05～0.13） 

Ｐ０：水圧（Ｎ/㎡） 

μ１：ガイドプレート摩擦係数 

μ１＝0.3～0.5 

μ２：シールリング摩擦係数 

μ２＝0.3～0.5 

Ｗｇ：ゲートリーフ自重（Ｎ） 

ｄ．引き上げ荷重 

Ｆ＝（Ｆ１＋Ｆ２＋Ｆ３）×α（Ｎ） 

ここに 

α：ロッドパッキン等摩擦係数 

α＝1.02～1.03 

（以下、省略） 

１．４ コーンスリーブバルブ 【変更なしにつき省略】 

参考資料 所要動力の算定 

１．開閉荷重の算定 

ａ．水圧によるベアリングプレート抵抗 

Ｆ１＝π/4・Ｄ０
２・Ｐ０・μ１（Ｎ/㎡） 

ｂ．水圧によるシールリング抵抗 

Ｆ２＝π/4・（Ｄ０
２－Ｄ２）・Ｐ０・μ２（Ｎ/㎡） 

ｃ．ゲートリーフ自重 

Ｆ３＝Ｗｇ（Ｎ） 

ここに 

Ｄ：口径（ｍ） 

Ｄ０：シールリング外径（ｍ） 

Ｄ０＝Ｄ＋（0.05～0.13） 

Ｐ０：水圧（Ｎ/㎡） 

μ１：ガイドプレート摩擦係数 

μ１＝0.3～0.5 

μ２：シールリング摩擦係数 

μ２＝0.3～0.5 

Ｗｇ：ゲートリーフ自重（Ｎ） 

ｄ．引き上げ荷重 

Ｆ＝（Ｆ１＋Ｆ２＋Ｆ３）×α（Ｎ） 

ここに 

α：ロッドパッキン等摩擦係数 

α＝1.02～1.03 

（以下、省略） 

１．４ コーンスリーブバルブ 【変更なしにつき省略】 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

２．遮断用・制御用バルブ 

 ２．１ 仕切弁 

２．１．１ 内ねじ式仕切弁 

種  類 立 形(両勾配) 

名 称 水道用仕切弁 ねずみ鋳鉄弁 

水道用 

ダクタイル 

鋳鉄仕切弁 

水道用 

ソフトシール

仕切弁 

水道用歯車付

仕切弁 
鋼板製仕切弁

適用規格 JIS B 2062 JIS B 2031 JWWA B 122 JWWA B 120 JWWA B 131 － 

立形 

50～1,200 

0.74 

50～300 

0.98 

50～500 

1.0 

50～500 

1.0 

立形 

600～1,200

0.75 

400～3,000

1.0 
種 類 

呼び径(mm) 

使用圧力(MPa) 
横形 

400～1,500

0.74 

－ 50～300 

2.0 

50～300 

1.6 

横形 

400～1,500

0.75 

－ 

限界 

流速 

限界最大 

開度 

流量 

制御 

範囲 
限界最小 

開度 

【変更なしにつき省略】 

止 水 性 【変更なしにつき省略】 

流れ方向の制限 【変更なしにつき省略】 

開閉速度 【変更なしにつき省略】 

駆動方式 【変更なしにつき省略】 

特 長 【変更なしにつき省略】 

留 意 点 

１．特に大口径の手動の場合、操作力が大きく開閉時間が長い。 

２．大口径になると弁の全高が高くなり、質量が大きくなる。 

３．流量調整に適さない。 

４．異物の混入した流水の場合、ネジ部に異物が咬み込むおそれがある。 

５．流入側と流出側の差圧が大きくなるに従い、開閉操作力も大きくなる。水頭が 40

ｍ以上の管路で、口径 400mm 以上の弁には副弁（バイパス弁）を設けることが望ま

しい。 

６．弁箱底部に砂などの異物が堆積しやすい。ただし、ソフトシール仕切弁は、弁箱底

部がストレート形状であるため、砂などの異物が堆積しにくい。 

据付上の留意点 【変更なしにつき省略】 

構造、形状、寸法 

（参考図） 
【変更なしにつき省略】 

２．遮断用・制御用バルブ 

 ２．１ 仕切弁 

２．１．１ 内ねじ式仕切弁 

種  類 立 形(両勾配) 

名 称 水道用仕切弁 ねずみ鋳鉄弁

水道用 

ダクタイル 

鋳鉄仕切弁 

水道用 

ソフトシール

仕切弁 

水道用歯車付

仕切弁 
鋼板製仕切弁 

適用規格 JIS B 2062 JIS B 2031 JWWA B 122 JWWA B 120 JWWA B 131 － 

立形 

50～1,200 

0.74 

50～300 

1.0 

50～500 

1.0 

50～500 

1.0 

立形 

600～1,200

0.75 

400～3,000 

1.0 
種 類 

呼び径(mm) 

使用圧力(MPa) 
横形 

400～1,500

0.74 

－ 50～300 

2.0 

50～300 

1.6 

横形 

400～1,500

0.75 

－ 

限界 

流速 

限界最大 

開度 

流量 

制御 

範囲 
限界最小 

開度 

【変更なしにつき省略】 

止 水 性 【変更なしにつき省略】 

流れ方向の制限 【変更なしにつき省略】 

開閉速度 【変更なしにつき省略】 

駆動方式 【変更なしにつき省略】 

特 長 【変更なしにつき省略】 

留 意 点 

１．特に大口径の手動の場合、操作力が大きく開閉時間が長い。 

２．大口径になると弁の全高が高くなり、質量が大きくなる。 

３．流量調整に適さない。 

４．異物の混入した流水の場合、ネジ部に異物が咬み込むおそれがある。 

５．流入側と流出側の差圧が大きくなるに従い、開閉操作力も大きくなる。水頭が 40

ｍ以上の管路で、口径 400mm 以上の弁には副弁（バイパス弁）を設けることが望ま

しい。 

６．弁箱底部に砂などの異物が堆積しやすい。 

据付上の留意点 【変更なしにつき省略】 

構造、形状、寸法 

（参考図） 
【変更なしにつき省略】 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

２．１．２ 外ねじ式仕切弁 

種  類 立形（両勾配） 立形（両勾配、片勾配） 

名  称 ねずみ鋳鉄弁
鋳鋼 

フランジ形弁 

水道用 

ダクタイル 

鋳鉄仕切弁 

水道用 

ソフトシール

仕切弁 

鋳鉄製仕切弁 鋼板製仕切弁

適用規格 JIS B 2031 JIS B 2071 JWWA B 122 JWWA B 120 － － 

50～250 

0.49 

50～300 

0.98 

50～500 

1.0 

50～500 

1.0 

50～1,500 

0.75 

500～3,000

1.0 呼 び 径(mm) 

使用圧力(MPa) 50～300 

0.98 

50～300 

1.96 

50～300 

2.0 

50～300 

1.6 
－ － 

限界 

流速 

限界最大

開度 

流量 

制御 

範囲 
限界最小

開度 

【変更なしにつき省略】 

止 水 性 【変更なしにつき省略】 

流れ方向の制限 

両勾配：なし（両勾配とは、弁箱・弁体の弁座面に上・下流側共、一定の勾配をつけた

もの） 

片勾配：あり（片勾配とは、弁箱・弁体の弁座面において、上流側に勾配を設け、下流

側の弁座面は平面としたもの。全ストロークにわたり弁箱と弁体の弁座面が摺

り合さって開閉するため、弁体の振動が少なくなる。主にポンプの吐出弁に使

用される。） 

開閉速度 【変更なしにつき省略】 

駆動方式 【変更なしにつき省略】 

特 長 【変更なしにつき省略】 

留 意 点 

１．特に大口径の手動の場合、操作力が大きく開閉時間が長い。 

２．大口径になると弁の全高が高くなり、質量が大きくなる。 

３．流量調整に適さない。 

４．流入側と流出側の差圧が大きくなるに従い、開閉操作力も大きくなる。水頭が 40

ｍ以上の管路で、口径 400mm 以上の弁には副弁（バイパス弁）を設けることが望ま

しい。 

５．弁箱底部に砂などの異物が堆積しやすい。ただし、ソフトシール仕切弁は、弁箱底

部がストレート形状であるため、砂などの異物が堆積しにくい。 

据付上の留意点 【変更なしにつき省略】 

構造、形状、寸法 

（参考図） 
【変更なしにつき省略】 

２．１．２ 外ねじ式仕切弁 

種  類 立形（両勾配） 立形（両勾配、片勾配） 

名 称 ねずみ鋳鉄弁
鋳鋼 

フランジ形弁

水道用 

ダクタイル 

鋳鉄仕切弁 

水道用 

ソフトシール

仕切弁 

鋳鉄製仕切弁 鋼板製仕切弁 

適用規格 JIS B 2031 JIS B 2071 JWWA B 122 JWWA B 120 － － 

50～250 

0.49 

50～300 

0.98 

50～500 

1.0 

50～500 

1.0 

50～1,500 

0.74 

500～3,000 

0.98 呼 び 径(mm) 

使用圧力(MPa) 50～300 

0.98 

50～300 

1.96 

50～300 

2.0 

50～300 

1.6 
－ － 

限界 

流速 

限界最大

開度 

流量 

制御 

範囲 
限界最小

開度 

【変更なしにつき省略】 

止 水 性 【変更なしにつき省略】 

流れ方向の制限 
両勾配：なし 

片勾配：あり 

開閉速度 【変更なしにつき省略】 

駆動方式 【変更なしにつき省略】 

特 長 【変更なしにつき省略】 

留 意 点 

１．特に大口径の手動の場合、操作力が大きく開閉時間が長い。 

２．大口径になると弁の全高が高くなり、質量が大きくなる。 

３．流量調整に適さない。 

４．流入側と流出側の差圧が大きくなるに従い、開閉操作力も大きくなる。水頭が 40

ｍ以上の管路で、口径 400mm 以上の弁には副弁（バイパス弁）を設けることが望ま

しい。 

５．弁箱底部に砂などの異物が堆積しやすい。 

据付上の留意点 【変更なしにつき省略】 

構造、形状、寸法 

（参考図） 
【変更なしにつき省略】 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

構造及び寸法（JIS B 2062 より抜粋） 

※メカニカル形とは、JIS G 5526 ダクタイル鋳鉄管の差し口と接続するものをいう。 

※スラストころがり軸受とは、弁棒のスラストを受ける部分に設置するもので、開閉操作を軽減できるものをいう。 

単位mm 

フランジ形(９) 高さ ギャップ パッキン箱及び弁箱 

ボルト穴 厚さ Ｈ(11) 
記号 

呼び径 

口径 

ｄ 

面間 

寸法 

Ｌ 

外径 

Ｄ 

ガスケッ

ト座外径

ｇ

中心円

の径

Ｃ

数 Ａ

ボルトの

呼び ｔ ｆ 

スラスト 

転がり 

軸受なし 

スラスト

転がり 

軸受あり

(最大値)

Ａ Ａ２ Ａ３ ａ Ｔ２ Ｆ Ｆ２ Ｆ３ ｄ４ 

 50 

 75 

100 

125 

150 

200 

 50 

 75 

100 

125 

150 

200 

180 

240 

250 

260 

280 

300 

155 

211 

238 

263 

290 

342 

 96

125

152

177

204

256

120

168

195

220

247

299

4

4

4

6

6

6

19

19

19

19

19

19

M16 

M16 

M16 

M16 

M16 

M16 

20 

24 

25 

25 

26 

27 

2 

3 

3 

3 

3 

3 

340 

450 

530 

600 

660 

770 

490 

620 

675 

765 

875 

985 

32

32

32

32

32

32

38

38

38

38

38

38

70

70

70

70

70

70

10.0

10.5

12.0

13.5

15.0

17.0

15

20

20

21

21

22

 42.0

 60.0

 73.0

 87.5

102.0

129.0

 57

 76

 90

101

106

126

29

38

44

50

52

60

36

45

51

57

61

71

弁座 弁体 弁棒 めねじこま 

植込みボルト 弁箱ボルト ねじ 
記号 

呼び径 

口径 

ｄ 

ｄ５ 

呼び 
数

ｄ７

呼び
数

ｄ２

θ 

(度) 
Ｎ Ｎ２ Ｎ３ Ｎ４ ｄ３ 

呼び

山数 

(25.4mmにつき)

長さ(11)

ｌ

Ｋ Ｋ２ Ｋ３ Ｋ４

 50 

 75 

100 

125 

150 

200 

 50 

 75 

100 

125 

150 

200 

M10 

M12 

M12 

M16 

M16 

M16 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

M12

M16

M16

M16

M16

M20

4 

4 

4 

6 

6 

6 

 66

 97

124

151

178

230

10 

10 

10 

10 

10 

10 

44 

60 

70 

80 

84 

98 

 7 

 9 

11 

12 

14 

15 

36 

44 

50 

54 

58 

68 

10 

11 

13 

14 

16 

18 

20

26

28

32

35

40

6.0 

4.0 

3.5 

3.5 

3.0 

3.0 

217

304

365

416

458

540

28

36

42

46

50

57

35

46

53

60

66

74

11

16

19

20

22

26

10

14

16

18

20

22

メカニカル形(10) 記号

呼び径 

口径

ｄ

Ｌ２ Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ７ ａ´ Ｂ ｃ Ｅ Ｐ Ｋ´ ｃ´
継手部

穴数

 50 

 75 

100 

125 

150 

200 

 50

 75

100

125

150

200

－

280

304

－

336

360

－

 97

122

－

173

224

－ 

159 

186 

－ 

241 

292 

－ 

197 

232 

－ 

287 

338 

－ 

125 

150 

－ 

201 

252 

－ 

8 

8 

－ 

8 

8 

－ 

19 

19 

－ 

19 

19 

－

13

14

－

16

17

－

19

23

－

23

23

－

65

65

－

65

65

－

23

24

－

25

26

－

14.5

15.5

－

17.5

18.5

－

4 

4 

－

6 

6 

番号 名称 材料 番号 名称 材料 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

9 

キャップ 

ピン 

パッキン押さえ 

ブシュ 

パッキン箱 

植込みボルト・ナット 

パッキン 

弁軸受 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 3250又は JIS H 3260 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 5111の BC6 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 3250 

ナイロン又は注文者が指定したもの 

JIS H 5111の BC6 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

19 

弁軸 

めねじこま 

弁箱 

弁箱弁座 

弁体弁座 

弁体 

弁箱ボルト・ナット 

JIS H 3250(12) 

JIS H 5111の BC6 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 5111の BC6(12) 

JIS H 5111の BC6(12) 

JIS G 5501の FC200 

JIS G 3101の SS400又は JIS G 4051の S25C 

注(9)フランジ形の配管と接続部の寸法は，ｔ及びｆを除き JIS G 5527に一致する。ただし，記号は一致しない。 

(10)メカニカル形の配管との接続寸法は，ｃ，ｃ´及びＫ´を除き JIS G 5526に一致する。ただし，記号は一致しない。 

(11)参考値を示す。 

(12)注文者の指定によって，JIS G 4303の SUS403又は SUS420J2のいずれかを使用することができる。 

参図 2.1.1 

構造及び寸法（JIS B 2062 より抜粋） 

単位mm 

フランジ形(９) 高さ ギャップ パッキン箱及び弁箱 

ボルト穴 厚さ Ｈ(11) 
記号

呼び径 

口径 

ｄ

面間 

寸法 

Ｌ 

外径

Ｄ 

ガスケッ

ト座外径

ｇ

中心円

の径

Ｃ

数 Ａ

ボルトの

呼び ｔ ｆ

スラスト

転がり

軸受なし

スラスト

転がり

軸受あり

(最大値)

Ａ Ａ２ Ａ３ ａ Ｔ２ Ｆ Ｆ２ Ｆ３ ｄ４ 

 50 

 75 

100 

125 

150 

200 

 50 

 75 

100 

125 

150 

200 

180 

240 

250 

260 

280 

300 

155 

211 

238 

263 

290 

342 

 96

125

152

177

204

256

120

168

195

220

247

299

4

4

4

6

6

6

19

19

19

19

19

19

M16

M16

M16

M16

M16

M16

20

24

25

25

26

27

2

3

3

3

3

3

340 

450 

530 

600 

660 

770 

490 

620 

675 

765 

875 

985 

32

32

32

32

32

32

38

38

38

38

38

38

70

70

70

70

70

70

10.0

10.5

12.0

13.5

15.0

17.0

15

20

20

21

21

22

 42.0

 60.0

 73.0

 87.5

102.0

129.0

 57

 76

 90

101

106

126

29 

38 

44 

50 

52 

60 

36 

45 

51 

57 

61 

71 

弁座 弁体 弁棒 めねじこま 

植込みボルト 弁箱ボルト ねじ 
記号 

呼び径 

口径 

ｄ 

ｄ５

呼び
数

ｄ７

呼び
数

ｄ２

θ

(度)
Ｎ Ｎ２ Ｎ３ Ｎ４ ｄ３ 

呼び

山数 

(25.4mmにつき)

長さ(11)

ｌ

Ｋ Ｋ２ Ｋ３ Ｋ４ 

 50 

 75 

100 

125 

150 

200 

 50 

 75 

100 

125 

150 

200 

M10 

M12 

M12 

M16 

M16 

M16 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

M12

M16

M16

M16

M16

M20

4 

4 

4 

6 

6 

6 

 66

 97

124

151

178

230

10

10

10

10

10

10

44

60

70

80

84

98

 7

 9

11

12

14

15

36

44

50

54

58

68

10

11

13

14

16

18

20

26

28

32

35

40

6.0 

4.0 

3.5 

3.5 

3.0 

3.0 

217

304

365

416

458

540

28

36

42

46

50

57

35

46

53

60

66

74

11

16

19

20

22

26

10 

14 

16 

18 

20 

22 

メカニカル形(10) 記号

呼び径 

口径

ｄ

Ｌ２ Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ７ ａ´ Ｂ ｃ Ｅ Ｐ Ｋ´ ｃ´
継手部

穴数

 50 

 75 

100 

125 

150 

200 

 50

 75

100

125

150

200

－

280

304

－

336

360

－

 97

122

－

173

224

－

159

186

－

241

292

－

197

232

－

287

338

－

125

150

－

201

252

－

8 

8 

－

8 

8 

－

19

19

－

19

19

－

13

14

－

16

17

－

19

23

－

23

23

－

65

65

－

65

65

－

23

24

－

25

26

－

14.5

15.5

－

17.5

18.5

－

4 

4 

－

6 

6 

番号 名称 材料 番号 名称 材料 

1

2

3

4

5

6

7

9

キャップ 

ピン 

パッキン押さえ 

ブシュ 

パッキン箱 

植込みボルト・ナット 

パッキン 

弁軸受 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 3250又は JIS H 3260 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 5111の BC6 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 3250 

ナイロン又は注文者が指定したもの 

JIS H 5111の BC6 

10

11

12

13

14

15

19

弁軸 

めねじこま 

弁箱 

弁箱弁座 

弁体弁座 

弁体 

弁箱ボルト・ナット 

JIS H 3250(12) 

JIS H 5111の BC6 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 5111の BC6(12) 

JIS H 5111の BC6(12) 

JIS G 5501の FC200 

JIS G 3101の SS400又は JIS G 4051の S25C 

注(9)フランジ形の配管と接続部の寸法は，ｔ及びｆを除き JIS G 5527に一致する。ただし，記号は一致しない。 

(10)メカニカル形の配管との接続寸法は，ｃ，ｃ´及びＫ´を除き JIS G 5526に一致する。ただし，記号は一致しない。 

(11)参考値を示す。 

(12)注文者の指定によって，JIS G 4303の SUS403又は SUS420J2のいずれかを使用することができる。 

参図 2.1.1 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

参図 2.1.2～参図 2.1.3 変更なしにつき省略 

※開放式：操作機構の減速歯車部を密閉しないものをいう。 

※密閉式：操作機構の減速歯車部を密閉したものをいう。 
単位mm 

フランジ形(９) 高さ ギャップ パッキン箱，ふた及び弁箱 

ボルト穴 厚さ Ｈ(11) 
記号 

呼び径 

口径 

ｄ 

面間 

寸法 

Ｌ 

外径 

Ｄ 

ガスケッ

ト座外径

ｇ

中心円

の径

Ｃ

数 Ａ

ボルトの

呼び ｔ ｆ 

スラスト 

転がり 

軸受なし 

スラスト

転がり 

軸受あり

(最大値)

Ａ Ａ２ Ａ３ ａ Ｔ２ Ｔ３ Ｔ４ Ｆ Ｆ２ Ｆ３ ｄ４

 600 

 700 

 800 

 900 

1000 

1100 

1200 

 600 

 700 

 800 

 900 

1000 

1100 

1200 

560 

610 

690 

740 

770 

800 

820 

 810 

 928 

1034 

1156 

1262 

1366 

1470 

 676

 780

 886

 990

1096

1200

1304

 743

 854

 960

1073

1179

1283

1387

16

16

20

20

24

24

28

27

33

33

33

33

33

33

M24 

M30 

M30 

M30 

M30 

M30 

M30 

40 

46 

49 

51 

55 

61 

63 

4 

4 

5 

5 

5 

5 

5 

1860 

2070 

2300 

2530 

2750 

3010 

3230 

2300 

2500 

2700 

2900 

3100 

3400 

3600 

32

32

32

32

32

32

32

38

38

38

38

38

38

38

70

70

70

70

70

70

70

33

36

40

43

47

52

54

36

42

44

46

50

56

58

33

36

40

43

47

52

54

33

36

40

43

47

52

54

360

418

473

529

585

642

703

272

292

350

364

406

418

430

 92

 97

103

110

120

128

138

113

123

134

144

155

165

176

弁座 弁体 弁棒 めねじこま 

植込みボルト ふたボルト 弁箱ボルト ねじ 
記号 

呼び径 

口径 

ｄ 

ｄ５ 

呼び 
数 

ｄ５

呼び
数

ｄ７

呼び
数

ｄ２ 
θ 

(度) 
Ｎ Ｎ２ Ｎ３ Ｎ４ ｄ３ 

呼び

山数 

(25.4mmにつき)

長さ(11)

ｌ

Ｋ Ｋ２ Ｋ３ Ｋ４

 600 

 700 

 800 

 900 

1000 

1100 

1200 

 600 

 700 

 800 

 900 

1000 

1100 

1200 

M24 

M24 

M24 

M24 

M24 

M30 

M30 

3 

3 

3 

3 

4 

4 

4 

M30

M30

M30

M30

M30

M36

M36

 8

12

12

12

12

12

12

M30

M30

M30

M36

M36

M36

M36

14

16

20

20

22

22

24

 658 

 764 

 870 

 976 

1084 

1190 

1296 

8 

6 

6 

6 

6 

6 

6 

200 

210 

238 

246 

260 

284 

306 

28 

32 

35 

38 

42 

45 

48 

120

128

155

170

180

200

210

36

42

44

46

50

57

60

 64

 70

 76

 82

 88

 94

100

2.000 

1.750 

1.750 

1.625 

1.625 

1.500 

1.500 

1205

1340

1492

1643

1804

1975

2134

 96

105

113

123

131

140

149

134

140

145

165

168

178

190

53

56

61

66

70

75

80

45

49

54

57

62

66

70

番号 名称 材料 番号 名称 材料 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

10 

11 

12 

13 

キャップ 

ピン 

パッキン押さえ 

ブシュ 

パッキン箱 

植込みボルト・ナット 

パッキン 

ふたボルト・ナット 

弁棒 

めねじこま 

弁箱 

弁箱弁座 

JIS G 5501の FC200(13) 

JIS H 3250又は JIS H 3260 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 5111の BC6 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 3250 

ナイロン又は注文者が指定したもの 

JIS G 3101の SS400又は JIS G 4051の S25C 

JIS H 3250(12) 

JIS H 5111の BC6 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 5111の BC6(12) 

14 

15 

18 

19 

22 

33 

36 

37 

40 

44 

47 

弁体弁座 

弁体 

ふた 

弁箱ボルト・ナット 

歯車軸 

開度計 

小(平)歯車 

大(平)歯車 

歯車カバー 

弁座止ねじ 

ネックブシュ 

JIS H 5111の BC6(12) 

JIS G 5501の FC200 

JIS G 5501の FC200 

JIS G 3101の SS400又は JIS G 4051の S25C 

JIS G 3101の SS400(14) 

指針と目盛板は，JIS H 5111 の BC6又は JIS H 3110 

JIS G 5501の FC200(14) 

JIS G 5501の FC200(14) 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 3250又は JIS H 3260(12) 

JIS H 5111の BC6 

注(9)フランジ形の配管と接続部の寸法は，ｔ及びｆを除き JIS G 5527に一致する。ただし，記号は一致しない。 

(11)参考値を示す。 

(12)注文者の指定によって，JIS G 4303の SUS403又は SUS420J2のいずれかを使用することができる。 

(13)呼び径 1000以上のバルブについては，キャップの材料は JIS G 5101の SC450又は JIS G 5502の FCD 450とする。 

(14)注文者の指定によって密閉式の場合は，より良質のものを使用することができる。 

参図 2.1.4 

参図 2.1.2～参図 2.1.3 変更なしにつき省略 

単位mm 

フランジ形(９) 高さ ギャップ パッキン箱，ふた及び弁箱 

ボルト穴 厚さ Ｈ(11) 
記号

呼び径 

口径 

ｄ

面間 

寸法 

Ｌ 

外径

Ｄ 

ガスケッ

ト座外径

ｇ

中心円

の径

Ｃ

数 Ａ

ボルトの

呼び ｔ ｆ

スラスト

転がり

軸受なし

スラスト

転がり

軸受あり

(最大値)

Ａ Ａ２ Ａ３ ａ Ｔ２ Ｔ３ Ｔ４ Ｆ Ｆ２ Ｆ３ ｄ４ 

 600 

 700 

 800 

 900 

1000 

1100 

1200 

 600 

 700 

 800 

 900 

1000 

1100 

1200 

560 

610 

690 

740 

770 

800 

820 

 810

 928

1034

1156

1262

1366

1470

 676

 780

 886

 990

1096

1200

1304

 743

 854

 960

1073

1179

1283

1387

16

16

20

20

24

24

28

27

33

33

33

33

33

33

M24

M30

M30

M30

M30

M30

M30

40

46

49

51

55

61

63

4

4

5

5

5

5

5

1860 

2070 

2300 

2530 

2750 

3010 

3230 

2300 

2500 

2700 

2900 

3100 

3400 

3600 

32

32

32

32

32

32

32

38

38

38

38

38

38

38

70

70

70

70

70

70

70

33

36

40

43

47

52

54

36

42

44

46

50

56

58

33

36

40

43

47

52

54

33

36

40

43

47

52

54

360

418

473

529

585

642

703

272 

292 

350 

364 

406 

418 

430 

 92 

 97 

103 

110 

120 

128 

138 

113 

123 

134 

144 

155 

165 

176 

弁座 弁体 弁棒 めねじこま 

植込みボルト ふたボルト 弁箱ボルト ねじ 
記号

呼び径 

口径 

ｄ

ｄ５ 

呼び 
数 

ｄ５

呼び
数

ｄ７

呼び
数

ｄ２

θ

(度)
Ｎ Ｎ２ Ｎ３ Ｎ４ ｄ３ 

呼び

山数 

(25.4mmにつき)

長さ(11)

ｌ

Ｋ Ｋ２ Ｋ３ Ｋ４ 

 600 

 700 

 800 

 900 

1000 

1100 

1200 

 600 

 700 

 800 

 900 

1000 

1100 

1200 

M24 

M24 

M24 

M24 

M24 

M30 

M30 

3 

3 

3 

3 

4 

4 

4 

M30

M30

M30

M30

M30

M36

M36

 8

12

12

12

12

12

12

M30

M30

M30

M36

M36

M36

M36

14

16

20

20

22

22

24

 658

 764

 870

 976

1084

1190

1296

8 

6 

6 

6 

6 

6 

6 

200

210

238

246

260

284

306

28

32

35

38

42

45

48

120

128

155

170

180

200

210

36

42

44

46

50

57

60

 64

 70

 76

 82

 88

 94

100

2.000 

1.750 

1.750 

1.625 

1.625 

1.500 

1.500 

1205

1340

1492

1643

1804

1975

2134

 96

105

113

123

131

140

149

134

140

145

165

168

178

190

53 

56 

61 

66 

70 

75 

80 

45 

49 

54 

57 

62 

66 

70 

番号 名称 材料 番号 名称 材料 

1

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

キャップ 

ピン 

パッキン押さえ 

ブシュ 

パッキン箱 

植込みボルト・ナット 

パッキン 

ふたボルト・ナット 

弁棒 

めねじこま 

弁箱 

弁箱弁座 

JIS G 5501の FC200(13) 

JIS H 3250又は JIS H 3260 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 5111の BC6 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 3250 

ナイロン又は注文者が指定したもの 

JIS G 3101の SS400又は JIS G 4051の S25C 

JIS H 3250(12) 

JIS H 5111の BC6 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 5111の BC6(12) 

14

15

18

19

22

33

36

37

40

44

47

弁体弁座 

弁体 

ふた 

弁箱ボルト・ナット 

歯車軸 

開度計 

小(平)歯車 

大(平)歯車 

歯車カバー 

弁座止ねじ 

ネックブシュ 

JIS H 5111の BC6(12) 

JIS G 5501の FC200 

JIS G 5501の FC200 

JIS G 3101の SS400又は JIS G 4051の S25C 

JIS G 3101の SS400(14) 

指針と目盛板は，JIS H 5111の BC6又はJIS H 3110 

JIS G 5501の FC200(14) 

JIS G 5501の FC200(14) 

JIS G 5501の FC200 

JIS H 3250又は JIS H 3260(12) 

JIS H 5111の BC6 

注(9)フランジ形の配管と接続部の寸法は，ｔ及びｆを除き JIS G 5527に一致する。ただし，記号は一致しない。 

(11)参考値を示す。 

(12)注文者の指定によって，JIS G 4303の SUS403又は SUS420J2のいずれかを使用することができる。 

(13)呼び径 1000以上のバルブについては，キャップの材料は JIS G 5101の SC450又は JIS G 5502の FCD 450とする。 

(14)注文者の指定によって密閉式の場合は，より良質のものを使用することができる。 

参図 2.1.4 



バルブ設備計画設計技術指針 改正　新旧対照表 

改  正 現    行 

参図 2.1.5～参図 2.1.9 変更なしにつき省略 

参図 2.1.10 

参図 2.1.11～参図 2.1.12 変更なしにつき省略 

参図 2.1.5～参図 2.1.9 変更なしにつき省略 

参図 2.1.10 

参図 2.1.11～参図 2.1.12 変更なしにつき省略 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

２.２ バタフライ弁 

名 称 
水道用 

バタフライ弁

水道用大口径 

バタフライ弁 

金属弁座 

バタフライ弁

短面間 

バタフライ弁

鋼板製 

バタフライ弁

フランジレス

バタフライ弁

適用規格 JWWA B 138 JWWA B 121 － － － － 

呼び径(mm) 200～1,500 1,600～2,600 100～3,000 300～2,600 500～3,000 50～900 

使用圧力(MPa) 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

最高流速(ｍ/ｓ) 6 6 6 6 6 3 

限界流速 

(ｍ/ｓ) 
6 6 6 6 6 3 

限界最大 

開度 
80％ 

流量 

制御 

限界最小 

開度 
15％ 

初生値キャビテ

ーション

係数 実用値 
【変更なしにつき省略】 

止 水 性 【変更なしにつき省略】 

流れ方向の制限 【変更なしにつき省略】 

駆動方式 

バタフライ弁は中間開度において、流速による自閉性があるためセルフロック機能を必

要とする。 

１．手動式 

・一般にウオームギア減速機がよく使用される。 

・フランジレスバタフライ弁においてレバー式を使用する場合は自閉力とのバランス

から最大口径 200mm 程度が限界である。 

２．電動式 

・ウオームギア減速機を二段に重ねて使用するものが多い。 

・開閉一対のリミットスイッチ、トルクスイッチ、及びダイヤル式開度計を備えてい

る。 

３．その他 

油圧式、空気圧式などがある。 

開閉速度 
１．電動操作の場合、通常30秒（小口径）から 120秒（大口径）である。 

２．水撃圧などを考慮して、開閉時間が 10分程度の長いものもある。 

特 長 【変更なしにつき省略】 

留 意 点 【変更なしにつき省略】 

構造、形状、寸法 

（参考図） 
参図 2.2.1～2.2.6 

２.２ バタフライ弁 

名 称 
水道用 

バタフライ弁 

金属弁座 

バタフライ弁 

短面間 

バタフライ弁 

鋼板製 

バタフライ弁 

フランジレス 

バタフライ弁 

適用規格 JIS B 2064 － － － － 

呼び径(mm) 200～1,500 100～3,000 300～2,600 500～3,000 50～900 

使用圧力(MPa) 0.98 0.98 0.98 0.98 0.98 

最高流速(ｍ/ｓ) 6 6 6 6 3 

限界流速 

(ｍ/ｓ) 
6 6 6 6 3 

限界最大 

開度 
80％ 

流量 

制御 

限界最小 

開度 
15％ 

初生値キャビテ

ーション

係数 実用値 
【変更なしにつき省略】 

止 水 性 【変更なしにつき省略】 

流れ方向の制限 【変更なしにつき省略】 

駆動方式 

バタフライ弁は中間開度において、流速による自閉性があるためセルフロック機能を必

要とする。 

１．手動式 

・一般にウオームギア減速機がよく使用される。 

・レバー式を使用する場合は自閉力とのバランスから最大口径 200mm 程度が限界であ

る。 

２．電動式 

・ウオームギア減速機を二段に重ねて使用するものが多い。 

・開閉一対のリミットスイッチ、トルクスイッチ、及びダイヤル式開度計を備えてい

る。 

３．その他 

 油圧式、空気圧式などがある。 

開閉速度 

１．電動操作の場合、通常 30秒（小口径）から 120 秒（大口径）である。 

２．配管状況によって、10分程度の長いものもある。 

３．あまり速い開閉速度は水撃作用の原因となることがある。 

特 長 【変更なしにつき省略】 

留 意 点 【変更なしにつき省略】 

構造、形状、寸法 

（参考図） 
参図 2.2.1～2.2.2 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

構造及び寸法（JWWA B 138 より抜粋） 

参図 2.2.1 

構造及び寸法（JIS B 2064 より抜粋） 

参図 2.2.1 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

参図 2.2.2 参図 2.2.2 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

参図 2.2.3 

（ な し ） 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

構造及び寸法（JWWA B 121 より抜粋） 

参図 2.2.4 

（ な し ） 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

参図 2.2.5 

（ な し ） 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

参図 2.2.6 

（ な し ） 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

２．３ 低キャビテーションバタフライ弁 

呼 び 径(mm) 150～1,500 

適用規格 － 

使用圧力(MPa) 0.45 0.75 1.0 

最高流速(ｍ/ｓ) 6 

限界流速 

(ｍ/ｓ) 

限界最大 

開度 

流量 

制御 

範囲 
限界最小 

開度 

【変更なしにつき省略】 

初生値キャビテ

ーション

係数 実用値 
【変更なしにつき省略】 

止 水 性 【変更なしにつき省略】 

流れ方向の制限 【変更なしにつき省略】 

駆動方式 【変更なしにつき省略】 

開閉速度 
１．電動操作の場合、通常30秒（小口径）から 120秒（大口径）である。 

２．水撃圧などを考慮して、開閉時間が 10分程度の長いものもある。 

特 長 【変更なしにつき省略】 

留 意 点 【変更なしにつき省略】 

構造、形状、寸法 

（参考図） 
参図 2.3.1 

２．４ ロート弁 

（省略） 

２．５ 多孔式スリーブ弁 

（省略） 

２．６ 玉形弁 

（表省略） 

２．３ 低キャビテーションバタフライ弁 

呼 び 径(mm) 150～1,500 

適用規格 － 

使用圧力(MPa) 0.44 0.74 0.98 

最高流速(ｍ/ｓ) 6 

限界流速 

(ｍ/ｓ) 

限界最大 

開度 

流量 

制御 

範囲 
限界最小 

開度 

【変更なしにつき省略】 

初生値キャビテ

ーション

係数 実用値 
【変更なしにつき省略】 

止 水 性 【変更なしにつき省略】 

流れ方向の制限 【変更なしにつき省略】 

駆動方式 【変更なしにつき省略】 

開閉速度 

１．電動操作の場合、通常 30秒（小口径）から 120 秒（大口径）である。 

２．配管状況によって、10分程度の長いものもある。 

３．あまり速い開閉速度は水撃作用の原因となることがある。 

特 長 【変更なしにつき省略】 

留 意 点 【変更なしにつき省略】 

構造、形状、寸法 

（参考図） 
参図 2.3.1 

２．４ ロート弁 

（省略） 

２．５ 多孔式スリーブ弁 

（省略） 

２．６ 玉形弁 

（表省略） 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

２．６ 玉形弁 

名 称 青銅弁 ねずみ鋳鉄弁 
可鍛鋳鉄 10K 

ねじ込み形弁

鋳鋼フランジ形

弁 

鋳鋼フランジ形

弁 

弁 種 
10Kねじ込み 

玉形弁 

10Kフランジ形 

玉形弁 

ねじ込み形 

玉形弁 

10K フランジ形

玉形弁 

20Kフランジ形

玉形弁 

適用規格 JIS B 2011 JIS B 2031 JIS B 2051 JIS B 2071 JIS B 2071 

呼 び 径(mm) 8～100 40～200 15～50 50～200 40～200 

使用圧力(MPa) 0.98 0.98 0.98 0.98 1.96 

構 造 内ねじ式 外ねじ式 内ねじ式 外ねじ式 外ねじ式 

最高流速(ｍ/ｓ) 3 3 3 3 3 

初生値キャビテ

ーション

係数 実用値 
【変更なしにつき省略】 

止 水 性 【変更なしにつき省略】 

流れ方向の制限 【変更なしにつき省略】 

駆動方式 【変更なしにつき省略】 

開閉速度 【変更なしにつき省略】 

特 長 【変更なしにつき省略】 

留 意 点 【変更なしにつき省略】 

構造、形状、寸法 

（参考図） 
【変更なしにつき省略】 

２．６ 玉形弁 

名 称 青銅弁 ねずみ鋳鉄弁
可鍛鋳鉄 10K 

ねじ込み形弁

鋳鋼フランジ形

弁 

鋳鋼フランジ形

弁 

弁 種 
10Kねじ込み 

玉形弁 

10K フランジ形

玉形弁 

ねじ込み形 

玉形弁 

10Kフランジ形

玉形弁 

20K フランジ形 

玉形弁 

適用規格 JIS B 2011 JIS B 2031 JIS B 2051 JIS B 2071 JIS B 2071 

呼 び 径(mm) 8～100 40～200 15～50 50～200 40～200 

使用圧力(MPa) 0.98 0.98 0.98 0.98 1.96 

構 造 内ねじ式 外ねじ式 内ねじ式 外ねじ式 外ねじ式 

最高流速(ｍ/ｓ) 3 3 3 3 3 

限界流速

(ｍ/ｓ) 
－ 

限界最大

開度 
－ 

流量 

制御 

限界最小

開度 
－ 

初生値キャビテ

ーション

係数 実用値 
【変更なしにつき省略】 

止 水 性 【変更なしにつき省略】 

流れ方向の制限 【変更なしにつき省略】 

駆動方式 【変更なしにつき省略】 

開閉速度 【変更なしにつき省略】 

特 長 【変更なしにつき省略】 

留 意 点 【変更なしにつき省略】 

構造、形状、寸法 

（参考図） 
【変更なしにつき省略】 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

構造及び形状（JIS B 2011 より抜粋） 

接続ねじ 呼び径 

Ａ Ｂ 

口径 

及び 

弁座 

口径 

ｄ 

面管

寸法

Ｌ 

弁箱 

肉厚 

ａ 

(最小)

ふたボルト 

(参考) 呼び 

ｄ２ 

有効

ねじ

長さ

ｌ 

二面

幅 

Ｓ１

弁棒径

ｄ３ 

(最小)

全開 

高さ 

Ｈ 

(参考)

ハンド

ル径 

Ｄ１ 

(参考)

8 (1/4) 10 50 2.5 － － Rc1/4 8 21 8.5 90 50 

10 (3/8) 12 55 2.5 － － Rc3/8 10 24 8.5 95 63 

15 (1/2) 15 65 3 － － Rc1/2 12 29 8.5 110 63 

20 (3/4) 20 80 3 － － Rc3/4 14 35 10 125 80 

25 (1) 25 90 3 － － Rc1 16 44 11 140 100 

32 (11/4) 32 105 3.5 － － Rc11/4 18 54 13 170 125 

40 (11/2) 40 120 4 － － Rc11/2 19 60 13 180 125 

50 (2) 50 140 4.5 － － Rc2 21 74 15 205 140 

65 (21/2) 65 180 5.5 － － Rc21/2 24 90 16 240 180 

80 (3) 80 200 6 M12 8 Rc3 26 105 18 275 200 

100 (4) 100 260 7 M16 8 Rc4 30 135 22 340 250 

備考１．ここで示すバルブの図は、寸法を示すために構造・形状の一例を掲載したものであり、これ以外の構造・形状を規制するもの

ではない。 

２．面間寸法Ｌは、ゾルダー形に適用しない。 

３．ｄ２は JIS B 0203 による。 

４．参考は、参考寸法を示す。 

５．最小は、最小寸法を示す。 

６．最大は、最大寸法を示す。 

参図 2.6.1 
参図 2.6.1 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

部品番号 部品名称 材料 

1 弁箱 JIS H 5120 の CAC406 又は 8.b)の鉛レス銅合金材料の青銅鋳物系 

2 ふた JIS H 5120 の CAC406、JIS H 3250 の C3771 又は 8.b)の鉛レス銅合金材料 

3 弁体 
JIS H 5120 の CAC406、JIS H 5121 の CAC406C、8.b)の鉛レス銅合金材料又は 8.c)

の耐脱亜鉛黄銅材料 

4 弁押さえ 

5 パッキン押さえ輪 

6 パッキン押さえナット 

JIS H 3250 の C3604、C3771、JIS H 5120 の CAC406、JIS H 5121 の CAC406C 又

は 8.b)の鉛レス銅合金材料 

7 弁棒 JIS H 5121 の CAC406C、8.b)の鉛レス銅合金材料又は 8.c)の耐脱亜鉛黄銅材料

8 ハンドル車 
JIS G 5501 の FC200、JIS G 3141 の SPCD、JIS H 5301 の ZDC1、ZDC2 又は JIS H 

5302 の ADC12 

9 六角ナット JIS H 3250 の C3604又は 8.b)の鉛レス銅合金材料 

11 パッキン押さえ JIS H 5120 の CAC406 又は 8.b)の鉛レス銅合金材料 

12 ふたボルト JIS B 1051 の表 2に規定する強度区分 4.6 以上 

13 六角ナット JIS H 3250 の C3604又は 8.b)の鉛レス銅合金材料 

16 パッキン押さえボルト JIS B 1051 の表 2に規定する強度区分 4.6 以上 

17 六角ナット JIS H 3250 の C3604又は 8.b)の鉛レス銅合金材料 

18 パッキン 

20 ガスケット 
用途によって選定する 

21 銘板 使用上十分な耐久性をもつもの 

22 ユニオンナット 
JIS H 3250 の C3771、JIS H 5120 の CAC406、JIS H 5121 の CAC406C 又は 8.b)

の鉛レス銅合金材料 

24 ジスクホルダ 
JIS H 3250 の C3604、C3771、JIS H 5120 の CAC406、JIS H 5121 の CAC406C 又

は 8.b)の鉛レス銅合金材料 

25 ソフトシート 
原則として JIS K 6888、JIS K 6889 又は JIS K 6896 の四ふっ化エチレン樹脂

又は充てん材入り四ふっ化エチレン樹脂 

26 シート押さえ 
JIS H 3100 の C2600、JIS H 3250 の C3604、C3771、JIS H 5120 の CAC406、JIS 

H 5121 の CAC406C 又は 8.b)の鉛レス銅合金材料 

27 六角ナット JIS H 3250 の C3604又は 8.b)の鉛レス銅合金材料 

28 割りピン JIS H 3260 の C2600又は C2700 

備考 ここで示すバルブの図は、寸法を示すために構造・形状の一例を掲載したものであり、これ以外の構造・形状を規制するもので

はない。 

参図 2.6.2 参図 2.6.2 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

参図 2.6.3～参図 2.6.7 変更なしにつき省略 

２．７ オート弁 

種   類 主弁ダイヤフラム形 主弁ピストン形 

呼 び 径(mm) 15～600 50～1,000 

適用規格 － 

使用圧力(MPa) 1.0 1.57 

最高流速(ｍ/ｓ) 【変更なしにつき省略】 

限界流速

(ｍ/ｓ) 

限界最大

開度 

流量 

制御 

範囲 
限界最小

開度 

【変更なしにつき省略】 

初生値キャビテ

ーション

係数 実用値 
【変更なしにつき省略】 

止 水 性 【変更なしにつき省略】 

流れ方向の制限 【変更なしにつき省略】 

駆動方式 【変更なしにつき省略】 

特 長 【変更なしにつき省略】 

留 意 点 

１．パイロット弁、ニードル弁にはストレーナ、フィルタが取り付けてあるが、本弁上

流側にはストレーナを設置する必要がある。 

２．維持管理上、バイパス弁または並列設置が必要である。だだし、並列使用は避ける。

３．維持管理において日常点検（開度計や圧力計などの指示機能の確認等）や定期点検

（目詰まり、漏水等）が必要である。 

構造、形状、寸法 

（参考図） 
【変更なしにつき省略】 

２．８ ディスクバルブ 

（省略） 

２．９ フロートバルブ 

（省略） 

２．１０ 多孔可変オリフィス弁 

（省略） 

参図 2.6.3～参図 2.6.7 変更なしにつき省略 

２．７ オート弁 

種   類 主弁ダイヤフラム形 主弁ピストン形 

呼 び 径(mm) 15～600 50～1,000 

適用規格 － 

使用圧力(MPa) 1.0 1.57 

最高流速(ｍ/ｓ) 【変更なしにつき省略】 

限界流速

(ｍ/ｓ) 

限界最大

開度 

流量 

制御 

範囲 
限界最小

開度 

【変更なしにつき省略】 

初生値キャビテ

ーション

係数 実用値 
【変更なしにつき省略】 

止 水 性 【変更なしにつき省略】 

流れ方向の制限 【変更なしにつき省略】 

駆動方式 【変更なしにつき省略】 

特 長 【変更なしにつき省略】 

留 意 点 

１．パイロット弁、ニードル弁にはストレーナ、フィルタが取り付けてあるが、本弁上

流側にはストレーナを設置する必要がある。 

２．維持管理上、バイパス弁または並列設置が必要である。だだし、並列使用は避ける。 

３．維持管理には定期及び日常点検が必要である。 

構造、形状、寸法 

（参考図） 
【変更なしにつき省略】 

２．８ ディスクバルブ 

（省略） 

２．９ フロートバルブ 

（省略） 

２．１０ 多孔可変オリフィス弁 

（省略） 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

３ 逆流防止用バルブ 

３．１ 逆止弁 

３．１．１ スイング式逆止弁 【変更なしにつき省略】 

３．１．２ 緩閉式逆止弁 【変更なしにつき省略】 

３．１．３ リフト式逆止弁 

口径 φ50～φ350 

使用圧力 1.0Mpa 以下 

止水性 良好 

駆動方式 水流により自動的に開閉を行う。 

特長 構造上急閉となり管路の短い水系の水撃圧の上昇が制御できる。 

留意点 

１．損失係数は，スイング式より大きい。 

２．設置は水平とする。 

３．弁体運動の際のガイド部等を設ける必要があるため構造はスイング式より複雑とな

る。 

構造、形状 

(参考図) 
参図 3.1.3 

３．１．４ スプリング式逆止弁 【変更なしにつき省略】 

３．２ フラップ弁 

（省略） 

３．３ フート弁 

（省略） 

３ 逆流防止用バルブ 

３．１ 逆止弁 

３．１．１ スイング式逆止弁 【変更なしにつき省略】 

３．１．２ 緩閉式逆止弁 【変更なしにつき省略】 

３．１．３ リフト式逆止弁 

口径 φ50～φ350 

使用圧力 1.0Mpa 以下 

止水性 良好 

駆動方式 水流により自動的に開閉を行う。 

特長 構造上急閉となり管路の短い水系の水撃圧の上昇が制御できる。 

留意点 

１．損失係数は，スイング式より大きい。 

２．設置は水平とする。 

３．弁体運動の際のガイド部等を設ける必要があるため構造はスイング式より複雑とな

る。 

構造、形状 

(参考図) 
参図 3.1.3 

３．１．４ スプリング式逆止弁 【変更なしにつき省略】 

３．２ フラップ弁 

（省略） 

３．３ フート弁 

（省略） 

ガイド部 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

４ 管路保護用バルブ 

４．１ 空気弁 

名称 水道用空気弁 

適用規格 JWWA B 137 水道用急速空気弁 

種類、口径 

使用圧力 

種類 口径(mm) 呼び圧力 使用圧力 

フランジ形 75,100,150,200 
2 種 

ねじ込み形 25 
7.5Ｋ 0.75Mpa 

フランジ形 75,100,150,200 
3 種 

ねじ込み形 25 
10Ｋ 1.0Mpa 

フランジ形 75,100,150,200 

急排

4種 
ねじ込み形 25 

16Ｋ 1.6Mpa 

作動方式 

（１）排気機能 

（２）吸気機能 

（３）圧力下排気機能 

留意事項 管への取り付けは、鉛直に対して 2°以内とする。 

構造、形状、寸法 

(参考図) 

参表 4.1.1～参表 4.1.3 

参図 4.1.1 

参表 4.1.1 空気弁口径の選択範囲（技術書・パイプラインより引用） 

４ 管路保護用バルブ 

４．１ 空気弁 

名称 水道用空気弁 

適用規格 JIS B 2063 水道用空気弁 

種類、口径 

使用圧力 

種類 口径(mm) 呼び圧力 使用圧力 

フランジ形 75,100,150,200 7.5Ｋ 0.74Mpa 
2 種 

ねじ込み形 25 7.5Ｋ 0.74Mpa 

フランジ形 75,100,150,200 10Ｋ 0.98Mpa 
3 種 

ねじ込み形 25 10Ｋ 0.98Mpa 

フランジ形 75,100,150,200 16Ｋ 1.57Mpa 

急排

4種 
ねじ込み形 25 16Ｋ 1.57Mpa 

2 種 ねじ込み形 13,20,25 7.5Ｋ 0.74Mpa 

3 種 ねじ込み形 25 10Ｋ 0.98Mpa 単口

4種 ねじ込み形 25 16Ｋ 1.57Mpa 

双口 2種 ねじ込み形 75,100,150 7.5Ｋ 0.74Mpa 

作動方式 

（１）排気機能 

（２）吸気機能 

（３）圧力下排気機能 

留意事項 管への取り付けは、鉛直に対して 2°以内とする。 

構造、形状、寸法 

(参考図) 

参表 4.1.1～参表 4.1.4 

参図 4.1.1～参図 4.1.3 

参表 4.1.1 空気弁口径の選択範囲（技術書・パイプラインより抜粋） 変更なしにつき省略 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

構造及び寸法（JWWA B 137 より抜粋） 

参図 4.1.1 急排空気弁（形状） 参図 4.1.1 急排空気弁（形状、構造） 

（JIS B 2063 より抜粋） 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

参表 4.1.2 急排空気弁（構造） 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

参表 4.1.3 急速空気弁（寸法） 

参表 4.1.2 急排空気弁（寸法） 

（JIS B 2063 より抜粋） 



バルブ設備計画設計技術指針 改正 新旧対照表 

改  正 現    行 

【削 除】 

【削 除】 

【削 除】 

【削 除】 

参図 4.1.2 単口空気弁（形状、構造） 

（JIS B 2063 より抜粋） 

参表 4.1.3 単口空気弁（寸法） 

（JIS B 2063 より抜粋） 

参図 4.1.3 双口空気弁(形状、構造) 

（JIS B 2063 より抜粋） 

参表 4.1.4 双口空気弁（寸法） 

（JIS B 2063 より抜粋） 




